
第２回虐待防止及び拘束適正化委員会　議事録
令和７年11月26日（水）13：30～
1 チェックリストの活用状況について
・月１回チェックリストを実施していることで職員が自分の支援を振り返り
虐待防止への意識を高めることができている。
・毎月のケア会議の時チェックリストを実施している。
・１年前と比較すると４段階のうちややできていないが減り概ねできているが増えて
いる。

2 身体拘束の状況について
・コスモス館：拘束の同意書をもらっている方が２名いる。
　　１名は車椅子での拘束。以前はふらつき多く車椅子が安全なため乗車していたが不穏が強く車椅子も破壊してしまい乗車による危険性の方が高くなったため乗車せず見守りで歩いたり床に座ったりしている。拘束時間は短くなった。歩行時、外出時のみ。
　　・もう１名はパニック時の他害を抑えるため手などを抑える拘束であるが現在パニックが起きていないため拘束することはほとんど見られない。

　　ステラ：拘束対象者なし
　　
　　コメット：台所に行ってしまう方がいる。台所は危険なため台所に行けないように鍵をかけ対応している。

3 虐待とは（ワークシートを用いて）
２５項目の設問に対して「虐待に当たる」「虐待ではない」「判断が難しい」を回答し、みんなで話し合った。意見が全員一致するものや分かれるものもあり、それぞれに意見を出し合い話し合うことができた。それぞれの立場での意見や状況によって優先順位が変わるため一概には言えない。など１つの設問に対してみんなで考えることができた。


4 通報義務について
大きくなる前に対応することが大切
学校で言えばいじめ問題につながるから通報は大切。


　
その他
・施設に通わせてもらっていることに感謝している。外に出て体を動かすことでストレス軽　　　　
減できている。家にいる時より外に出ている方がよい。
・送迎時のネーム着用できている。
・チェックリストをケア会議で行うことで振り返りができていてとても良い。
・会議に参加し施設と家族間の信頼ができているように感じた。
・ワークシートを行うことでみんなの意見を出し合うことができてよかった。
